
８つの重点目標

総合的に展開
する重点政策

4-1 県土の強靭化

事　業　名 県有施設営繕事業
部局 建設部 課・室

事業番号 11 10 01 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

E-mail shisetsu@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

施設課
実施期間 不明 ～

補正予算のポイ
ント・主な取組（予

定)

 ○ 砂防事務所耐震改修事業
  ・犀川砂防事務所について、近隣河川の浸水想定を踏まえた改修方針が定まったことから、債務
    負担行為を設定し、速やかに設計業務に着手する。

２　令和３年度事業内容

R１年度
209,982

当初予算 2,113,317 1,043,724

R２年度末

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

No 成果指標 H30年度

2,061,358

63,352

1 営繕工事箇所数 37 30

１　現状と課題

目指す姿
・

これまでの取組

【目指す姿】
 ・工事費が概ね1,000万円以上の新築、増築及び改修工事や難易度の高い工事等の営繕工事を担うことにより、
   県有施設の適切な整備を推進する。
 ・被災時の応急活動等に必要な施設を継続して使用できるようにするため、防災上重要な拠点となる県有施設
   の耐震性能を強化するとともに、浸水対策を実施し、県民の安心・安全を確保する。

【これまでの取組】
 ・県立美術館、文化会館、合同庁舎、学校、及び警察署等の新築・改修工事等を実施。
 ・第二期県有施設耐震化整備プログラムに基づき庁舎等の改修工事を実施。

令和２年度
点検結果
（令和元年度

   実施事業分）

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・公共建築物の環境対策、感染症対策、並びに災害等に
  対応できる施設づくり。

・新たな課題に対応できる柔軟な施設づくりを検討。

・災害時においても使い続けられ、利用者・職員の安全
  を確保できる施設整備を実施。

→
0

↗
-237,431 

2,061,358

26

Ｒ３年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 23,884 173,452

→
要望箇所

全て
補正予算

11

合計（A) 1,899,770 962,745

-254,431 

 決　算　額（B） 1,726,096 960,974

28,170 82,956

3

2 耐震化棟数
（耐震化プログラム進捗率）

31
(70%)

20
(82%) ↗ 20

(98%)

職員数（人） 14.40 14.40 14.40

成果指標
設定理由

1 県有施設の営繕工事の実施状況を把握するための指標。
2 第二期県有施設耐震化整備プログラムの進捗状況を把握するための指標。

5

4

うち一般財源
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Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

補正予算 0

計 1,890,629 計 954,525

Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

3

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1

1

データ及びプログラムメンテナンス、データバックアップ、セキュリ
ティー管理、システム障害対応等の委託

Ｒ３年度
予　　算

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

当初予算

計

8,583

内訳書作成から工事費計算、各種設計書の作成・印刷まで一括処理を行う
ことができるシステムの維持管理業務委託。

1
営繕積算システム維持
管理

委託

営繕管理費
補正予算 0

計 9,141 計 8,220
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細事業名

8,583

2
工事事務管理システム
維持管理

委託

事　業　名 県有施設営繕事業 部局 建設部 課・室 施設課

細事業
No.

工事・監理 委託 耐震改修工事及び監理 15棟

2

3 通常事務経費

2 設計 委託 設計　１施設

Ｒ３年度
予　　算

当初予算 2,052,775

計

直接
職員普通旅費、コピー用紙・プリンタートナー購入費、工事仕様書印刷
代、電話料、一般事務用機器・パソコン賃借料

2,052,775

千円 千円 千円

細事業名
細事業
No.

公共施設耐震対策事業費
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